
暁豊誌
から一歩離れて

塁三心地よくひたっても

エッセイスト・服飾史家

中野香織さん

@袈工ラントマン訓店

本店は、 1873年のオープン広美リノ-ンで

最もエレガントなカフェ、とノて隻され続け

ている名店。壁際のふたIノ康しまプライへ-ト

感があるので ひとりでもゆっくり過ごせる
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i ココが好さ・′ i

天気のいい午後は

テラス席でワインを

クラシカルな内装とはうって

かわって、テラス席は開放感

のある爽やかな雰囲気。スモ

ークサーモンのトースト添え

(半900)とグラスワイン(半

600へ〉が中野さんの定番。

なかのかおり 東京大学にノ

院修了。英国ケンブリノンノこ上

客貝研究員などを軽で文筆1

に。 『ダンディズムの系記一

男が憧れた男たち点新潮遠ま

『モードとエロスと埼本, !

英社新奮)など著磨多故二 E

治大学国際日本学部将任技手

も務める。

)ココ調子さ! i

ヨーロピアン詞に

ひたれるインテリア

←ウィーン本店を忠実に再ま

したインテリアに合わせて

中野さんは19世紀の古い洋う

を結審。お気に入りメニュー

はフォームミルクをトッどこ

グしたフラウナー(半800)二
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